
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・学校図書館の利用

を、意図的・計画的

に行い、探究的な学

習ができるようにす

る。

・蔵書管理システム

が導入されることか

ら、探究的な学習が

しやすい環境を整え

る。

毎週の利用予

定を作成し、

全学級が定期

的に利用でき

るようにしてい

く。

探究的な学習

を全学年、学

期に２回行

う。

50％

50％

80％

８0％

B ・学校図書館を利用し
て探究的な学習を行
い、自分の課題を解決
するためにまとめられ
ている学年が複数あっ
た。
・１０月からの蔵書管
理システムを生かし、
全学年が取り組めるよ
うにする。

C B ・探究学習の手立てと
して本を活用した。ま
とめたものを児童同士
で共有し、学びを深め
ることができた。

C ・本に親しむことより
もタブレットを活用す
る児童の姿が見られ
る。また、近くの松江
図書館の利用をすすめ
てもよいのではないだ
ろうか。

・本を読むことの
よさを実感できる
ような授業を工夫
する。

「年度末」
学校関係者評価（A～D） 次年度に向けた

改善案
コメント

学
力
の
向
上

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

・読書習慣が身につい
ている児童は４割を下
回った。朝読書や読書
指導を徹底することに
より、読書習慣を身に
付ける必要がある。

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和6年度　江戸川区立松江小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標 「かがやき」　力いっぱい笑顔いっぱい松江の子
目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

目指す学校像　・あなたもわたしも大切な一人を目指した学校
目指す児童像　・まなぶ子・つよい子・えがお
目指す教師像　・児童にとって必要な教育を目指す教師

前年度までの本校の
現状

○問題解決学習や探究的な学習を基盤にした授業改善　　〇体育の授業力向上と児童の体力向上
へ向けた取組の強化

○基礎・基本の定着や更なる学力向上　　〇松江スタンダードを基にした指導の徹底

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

・課題を自分で読み取
る時間をつくり、見通
しをたてられる授業を
行うことで児童の意欲
の向上につなげられ
た。
・ICTの活用方法を校内
で確認を行った。ICTを
活用して自分の意見を
伝えたり友達と協力を
しながら学習をすすめ
たりすることは課題が
残る。

・江戸川っ子study
weekでは取り組めてい
ても日常的に家庭学習
を取り組ませられるよ
う改善が必要である

B

B

B

・学力向上に関し、家
庭の意識の向上が必要
である。

・ICTを有効活用するこ
とで主体的に取り組む
児童の姿が見られた。

・家庭学習にICTを有効
活用することで、主体
的に児童が取り組むよ
うになるのではないだ
ろうか。

「中間」
学校関係者評価(A～D)

50％

50％

８
０％

50％

７0％

８
０％

学校の組織的な対

応による取組の実

施・改善・充実

・校内研究を算数と

し、「江戸川区スタ

ンダード」を活用し

た授業を全員行う。

・ＩＣＴを活用した

りプログラミング思

考を目指した展開を

図り、思考力判断力

表現力を養う。

・学力向上委員会で

江戸川っ子study

weekの在り方の検

討をし、家庭での学

習習慣を身に付け

る。

・算数におけ

るＣＤ層を20

パーセント削

減する。

・ＣＤ層の学

習に対する意

欲を向上す

る。

・江戸川っ子

studyweekを児

童全員が取り

組む。

〇読書科の更なる

充実

・授業の組み立て
を校内研究で行
い、共有を図る。

・ICTの活用につ
いて年度当初に研
修を行い、効果的
に活用する。

・家庭学習の意義
や方法を保護者会
等で説明し、家庭
でも持続できるよ
うにする。

C

C

B

・全国学力学習状況調
査では昨年度と平均正
答率が変わらず、CD層
の削減にはいたらな
かった。

・主体的に学習に取り
組んでいることがわか
るアンケートの４月と
７月を比べると中学年
は上がっているが、高
学年は下がっている。
難易度の上がる高学年
に下がる傾向が見られ
る。
・江戸川っ子study
weekに対する取組はお
おむねできていた。す
べての家庭が取り組め
るよう今後も啓発を続
ける。

C

C

C

・先生たちはわかりや
すい授業を行ってい
る。学習規律や環境の
整備に期待している。

・ICTの活用は大きく進
んでいる一方で授業と
は関係ないことに使用
している姿も見受けら
れる。活用方法につい
ての指導が必要であ
る。

・家庭学習に対し、お
おむねよく取り組んで
いるが、取り組まない
児童が一定しており、
改善が必要である。

B

B

B



体
力
の
向
上

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

・適宜、校内委員会

を設置し、情報共有

を図る。また、ユニ

バーサルデザインを

取り入れ、教室環境

を整える。

・エンカレッジルー

ムの活用表を作成

し、計画的な活用を

目指すとともに、特

別支援コーディネー

ターのリーダーシッ

プで効果的に活用す

る。

・特別支援コーディ

ネーターや研究副主

任を中心に副籍交流

や交流及び共同学習

の充実を図る。

・年１回、教

員がわかば学

級で１日研修

を行い、配慮

の必要な児童

への対応の仕

方を学ぶ。

・エンカレッ

ジルームを活

用し、配慮の

必要な児童の

安心できる居

場所を確保す

る。

・年に１度、

副籍交流や交

流及び共同学

習を行う。

共生社会の実現に

向けた教育の推進

B

B

・運動遊び、「江戸
川っ子なわとびチャレ
ンジウィーク」につい
て計画的に行ってい
る。引き続き、充実し
た内容となるよう改善
を図る。

・「生活リズム向上週
間」を行い、家庭への
啓発に努めた。睡眠や
朝食に関する課題につ
いて改善を図る。
オリパラについては給
食等を通して、国際理
解について学ぶことが
できた。

B

B

・「なわとびアタッ
ク」や「大谷選手のグ
ローブを使おう」と
いった取組から運動す
る楽しさを味わえてい
る。

・ほとんどの児童が規
則正しい生活をしてい
る。引き続き、規則正
しく一日を元気に過ご
せるよう指導してほし
い。

70％

７0％

70％

70％

体力低下に歯止めを

掛けられるように、

休み時間の外遊びを

充実させるともに、

日常的に運動に取り

組めるように運動遊

びを計画的に実施す

る。

「江戸川っ子なわと

びチャレンジウイー

ク」を通して縄跳び

に親しむ。また、マ

ラソン、生活リズム

向上週間,オリパラ

掲示板の充実を図

る。

・運動意欲の向上

や健康の推進に向

けた取組の実施・

改善・充実

体力調査にお

いて江戸川区

の平均値を上

回る。運動遊

び年間35回、

体力向上に向

けた取組年間

３回の実施を

目指す。

マラソン・な

わとび年間各4

週間実施して体

力向上を図

る。

B

B

・週に１回、配慮の必
要な児童に関して情報
共有を行い、さらに、
全体を通して対応策等
も含めた話し合いを
行った。
・わかば学級に１日研
修に入る、全教員が配
慮の必要な児童への対
応の仕方を学ぶことが
できた。
・教室に入ることが難
しい児童がエンカレッ
ジルームを活用するこ
とで、学校に来たり、
教室には入れたりでき
る時間が多くなった。
・複籍交流に関しては
特別支援コーディネー
ターを中心に月に一学
年だより等を通じて情
報交換を行っている。

B

B

７
０％

７
５％

７
０％

７
５％

B

B

・定期的に運動に親し
める取組を行ったこと
で、体を動かす楽しさ
を味わわせることがで
きた。

・「健康いきいき貯
金」や睡眠健診等を通
して家庭でも健康に関
する啓発を行うことが
できた。

B

B

・投力が低いとある。
地域で行われている行
事を活用し、連携して
技能向上を図る環境を
増やせるとよい。

・フッ化物に対して誤
解があるようである。
正しい知識をもとに
フッ化物洗口や歯磨き
を行う必要がある。

・次年度も引き続
き運藤に親しめる
取組を行い、体力
向上を図る。

・今後も家庭と連
携して課題を改善
していく。

・今年度の様子を
まとめ、次年度へ
引継ぎを行う。

・ユニバーサルデ
ザインの観点を決
め、全員が同じ視
点で学べるように
する。

・エンカレッジ
ルームの活用は引
き続き行い、担当
を決め、児童に寄
り添える形をさら
につくる。

・今後も複籍交流
を行う。

・低学年から習熟度別
授業を行うなど、自分
のペースに合った学習
ができることで安心し
た居場所を設けた。ま
た、複数の教員が関わ
ることで児童理解を深
められた。

・エンカレッジルーム
の活用がよく、そのた
め安心して登校できて
いる。

B

B

/・週に１回、情報共有
を行い、児童の様子を
把握できた。

・わかば学級への研修
や校内研究を通して、
授業の在り方や環境を
整えることができた。

・エンカレッジルーム
がよい相談場所となっ
ており、居場所を確保
することができた。必
要に応じてICTを使い、
対話をすることができ
た。
・複籍交流に関しては
特別支援コーディネー
ターを中心に情報交換
を行った。

B

B

B

・児童の把握を引き続
き行ってほしい。

・わかば学級の作品な
どを見るととても素晴
らしかった。ぜひ通常
学級でも行ってほし
い。
・居場所の確保は今後
とも続けてほしい。



・HP等を通して
引き続き教育活動
の発信を行う。

・次年度も保護者
が参観しやすくま
た、興味のもてる
学校公開を行う。

７
０％

９
０％

B ・６年の総合的な学習
の時間において防災に
関する学習を行ええる
よう準備を進めてい
る。
・地域とともに防災訓
練を行えるよう計画を
立てている。

B ・地域とともに防災訓
練を行うことができ、
地域といても安心であ
る。

B ・地域とともに防災運
連を行うことができ、
６年生がまとめた「防
災プロジェクト」につ
いても見ていただくこ
とができた。

B ・旗振り活動など子供
たちの安全を見守りた
いと考える。
・子供たちと地域の人
が挨拶できる関係にな
れると良い。

・今年度の反省を
踏まえ、次年度に
生かしていく。

９
０％

９
０％

B

B

・教育活動の発信のた
め、HPの更新は随時
行っている。

・学校公開を行い、地
域の方を含めて、多く
の方が来校した、共育
アンケートをとり、今
後の教育活動の参考に
する。

B

B

・HPがよく更新されて
おり、わかりやすく教
育活動を伝えることが
できた。

・学校公開では人数制
限がなくなり、参観し
やすくなった。

B

B

・HPの更新を随時行
い、教育活動の発信を
行えた。

・学校公開ではほぼ全
家庭が参観した。
児童の学校での様子か
ら学校に対する理解を
深めることができた。

A ・HPや学校公開で児童
の様子がわかるのがよ
い。

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充
実

・全学年、アンケー

ト　全員面接を実施

する。

・登校に不安のある

児童を関係諸機関に

全員つなげる。

・必要に応じてケー

ス会議を設ける。

・担任やＳＣ

によるアン

ケート、面接

を7月に児童

100パーセント

行う。

・いじめ防止

対策委員会を

年3回行う。

・毎週金曜日

に全職員での

共有を図る。

子どもたちの健全

育成

地
域
社
会
に

開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

教育活動の改善・

充実に向けた学校

関係者評価の実

施・改善

防災教育の推進 ・東日本大震災につ

いて語り継ぐととも

に、犠牲になられた

方への哀悼の意を表

する機会を設定す

る。

・東日本大震

災発災日であ

る３月１１日

には「３．１

１集会」を実

施する。

９
０％

９
０％

・家庭、地域にＨ

Ｐ、学校だより等を

活用して、教育活動

を発信する。

・学校公開の周知、

徹底を行い、教育活

動を伝える機会とす

る。

・ＨＰは各学

年週に1回。学

校だよりは月

に1回、家庭や

地域に向けて

発信する。

・年3回学校公

開を行い、全

家庭の参観を

目指す。

80% 100% B ・５年のSCによる全員
面接を行った。２学期
は６年生も行う予定で
ある。
アンケートについては
全学年に行った。
・登校に不安のある子
はSCやSSWにつなげ
ることができた、
・情報共有においては
計画的に行い、記録し
てある、

B ・SCによる面接を６年
全員に行った。

アンケートを行い、早
期解決につなげた。
・SCやsswについての
認知が広がり、利用す
る人が増えている。
・情報交換の記録は引
き続き行っている。

B ・SCと全員面接をすこ
とで相談しやすい環境
を整えた。

・アンケートをとるこ
とで相談をしてもよい
ことを伝えることがで
きた。

・情報交換は複数の目
で見るために大きく役
立てることができた。

B ・不登校の児童がいる
ことが気になる。学校
と繋がれる体制を整え
てほしい。

・児童も保護者も
相談しようとする
姿勢が見られるよ
うになった。
・SSWの活用が難
しい。お願いして
も保護者の許可が
必要であったり、
教育研究所での
ケース会議の結果
を待たなければな
らなかったり、タ
イムラグがある。

・アンケート結果
を受けていじめ防
止対策委員会での
活用もできた。
・情報交換の必要
性を教職員が感じ
られるようにな
り、報告をするよ
うになった。


